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まちづくり好循環プロジェクトの位置付け
　第６次総合計画基本構想で定める「まちづくりの基本方向」における「まち

づくりの好循環」の加速化を図ることで，「将来のうつのみや像（都市像）」の

実現を目指し，特に効果が高い先導的な取組や複数の分野の連携が不可欠な横

断的な取組，他の分野への波及効果が高い取組などを「まちづくり好循環プロ

ジェクト」としてまとめています。

将
来
の
う
つ
の
み
や
像
（
都
市
像
）

輝
く
人
の
和 

つ
な
が
る
ま
ち
の
環 

魅
力
と
夢
の
輪 

う
つ
の
み
やまちづくりの好循環

子育て・教育の未来都市子育て・教育の未来都市

健康・福祉の未来都市健康・福祉の未来都市

安全・安心の未来都市安全・安心の未来都市

魅力創造・交流の未来都市魅力創造・交流の未来都市

産業・環境の未来都市産業・環境の未来都市

交通の未来都市交通の未来都市

まちづくり好循環プロジェクトまちづくり好循環プロジェクト

ま
ち
づ
く
り
の
好
循
環
を
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さ
せ
る
た
め
の
取
組
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　それぞれの未来都市の構築を進める上で，共通の課題となる「人口減少・

人口構造の変化」に対し，課題を分類し，それらに応じたプロジェクトを設定し，

横断的に取り組みます。

Project 1

輝く人の

プロジェクト

「ＮＣＣが支える
　　　共生社会創出」

ネットワーク型コンパクトシティ

和

Project 3

魅力と夢の

プロジェクト

「ブランド発掘・
　　　  創造・発信」

輪

Project 2

つながるまちの

プロジェクト

「ICTで暮らしも
　　　　まちも元気」

環

将
来
の
う
つ
の
み
や
像
（
都
市
像
）

超高齢社会の到来 生産年齢人口の減少（労働力） 少子化の進行・若い世代の流出

子育て・教育の未来都市

健康・福祉の未来都市

安全・安心の未来都市

魅力創造・交流の未来都市

人口減少・人口構造の変化
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６
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産業・環境の未来都市

交通の未来都市
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ね
ら
い

現
状
と
取
組
の
方
向
性

分 野

【地域包括ケアシステムの推進】

【子どもを守り育てる社会づくり】

・　貧困に陥ることを防ぎながら，貧困の状態の解消

を図る。

・　貧困が世代を超えて連鎖しないよう学習や経済，

就労に係る支援など多様な対策を講じる。

【誰もが安心して移動できる社会づくり】

・　自家用車に頼らず生活できる都市の基盤を確立し，

行きたいところに移動できるまちを目指す。

・　高齢者や障がい者，子ども等の交通弱者に対し，

外出支援や公共交通の利便性向上を図る。

生活困窮者に対する就労準備支援

子ども・若者へのモビリティマネジメント

☆ＬＲＴ整備に合わせた通学
区域の更なる弾力化の検討

高齢者・障がい者の外出支援

奨学金制度の充実 ひとり親家庭への支援（手当）

取組テーマ

凡例

Project 1

輝く人の和「 Ｎ Ｃ Ｃが支える共生社会創出」プロジェクト
ネットワーク型コンパクトシティ

◎ 本市が目指す都市空間の姿「ネットワーク型コンパクトシティ」（ＮＣＣ）の形成による

都市構造の強みを生かし，少子・超高齢社会においても，高齢者・障がい者・子どもなど

全ての人が暮らしやすく，生きがいを持った「地域共生社会」を創出する。

・　２０２５（平成３７）年には団塊の世代が後期高齢者となり，２０５０（平成６２）年には第２次

ベビーブーム世代が後期高齢者となる。

・　平均寿命の延びや技術の進展により，担い手としての高齢者の活躍が期待される。

⇒ 総合的な福祉サービスの提供に向けて，地域包括ケアシステムの深化を図る。

・　生活困窮者への対応，特に，子どもの貧困対策として，貧困の連鎖解消が必要である。

⇒ 全ての子どもが夢と希望を持って成長していける社会の実現を図る。

・　立地適正化計画等に基づき，拠点への都市機能や居住の誘導に取り組んでいる。

・　ＬＲＴ整備と合わせたバス路線の再編や地域内交通の拡充，さらには，各公共交通間の乗り継ぎ

利便性向上の検討を進めている。

⇒ 生活利便機能の誘導や快適にアクセスできる移動環境を形成する。

「ＮＣＣが支える共生社会」の創出に向けて，

対象者と目的を整理し，取り組むテーマを設定

・　今後，高齢者が一層増加することを見据え，介護

保険サービスや認知症対策などの充実を図る。

・　また，地域における療養支援の体制の整備を進め

ながら，あわせて，拠点となる地域への都市機能の

集積や居住の誘導を行う。

子育て・教育 健康・福祉・医療

介護予防・日常生活支援総合
事業の推進

認知症対策の推進

学習支援事業の充実

実施中・着手済み（今後，拡充する取組を含む）

高齢者のモビリティマネジメント

☆地域療養支援体制の推進
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別 計 画 （ 政 策 分 野 ）

就労支援に係る相談の充実

公共交通の乗り継ぎ円滑化

バス路線の充実や地域
内交通の拡充

住宅セーフティネット

就労希望高齢者への対応

空き家の利活用

ひとり親家庭への支援（就労）

☆幹線交通軸沿線への
  居住誘導

☆ＬＲＴの東側整備

☆交通ＩＣカードの導入

☆ＬＲＴに関する交通安全
教育の実施

●：具体化（又は完了）に時間を要するもの

P
ro
je
c
t

1

輝
く
人
の
和

「ネットワーク型コンパクトシティ」のイメージ図

安心・協働・共生 魅力・交流・文化 産業・環境 都市空間・交通

若年者就職マッチングの推進

拠点の都市機能の集積
（医療，福祉，日常生活等の施設）

☆：５年以内に事業の具体化（又は完了）を図るもの

●ＬＲＴの西側整備

え き

え き

え き

地域拠点
観光拠点

都市拠点 産業拠点

集 落

地域拠点

地域拠点

地域拠点

トランジットセンター

トランジットセンター

トランジットセンター

郊外部

周辺
市街地

医療機関

市民

事業者

介護施設

外出支援 認知症対策

子育て支援

学習支援

地域の支えあい

健康づくり

地域の組織

行政

様々な機関が連携

多様な主体による支え合いの「わ」を形成多様な主体による支え合いの「わ」を形成
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レセプト等のビッグデータを
活用した保健事業の展開

ね
ら
い

現
状
と
取
組
の
方
向
性

分 野

☆各種ポイント事業と
交通ＩＣカードの連動

取組テーマ

ＩＣＴによるヒト・モノの活性化に向けて，

段階と分野を整理し，取り組むテーマを設定

凡例

Project 2

つながるまちの環「ＩＣＴで暮らしもまちも元気」プロジェクト

＊1 ＡＩ：Artificial Intelligence の略。

＊2 ＩｏＴ：Internet of Things の略。

知的な機械，人間の知能をコンピュータ

ソフトで実現させるもの。

通信機能を持たせ，インターネットに接続

したり相互に通信すること。

学校のＩＣＴ化の推進

社会福祉施設におけるＩＣＴ化の促進

◎ 今後，生産年齢人口の減少下においても，ＩＣＴ（情報通信技術）の恩恵を受ける環境を構

築することで，ＡＩ＊1，ＩｏＴ＊2，ドローン等の技術が人やモノの活動をサポートし，様々

な分野における市民の身近な暮らしの利便性向上や活力あるまちの形成を図る。

・　ＡＩ，ＩｏＴ等による生産性の向上が期待される。

・　廉価で汎用性の高い新たな通信規格の出現により，ＩｏＴの普及しやすい環境が整えられつつある。

⇒ 劇的に進展しているＩＣＴの多方面での活用に向けて，ＩＣＴ環境の構築を図る。

・　ドローンなどの新技術は実証実験を通した社会への実装が進んでおり，多方面での活用が期待される。

・　ＡＩ技術の進展により，２０２０（平成３２）年頃には，ロボットは熟練した動きが可能となり，

自動車の自動運転が実用化される見込みである。

⇒ ＡＩ，ロボット，ドローン等の導入により，生活の利便性向上や産業の振興を図る。

【ＩＣＴの恩恵を享受できる環境の構築】

・　市民生活や企業活動に大きな変化をもたらすＩＣ

Ｔを活用し，あらゆる分野において利便性・生産性

を高めるため，ＩｏＴ環境の構築などを促進する。

【市民の身近な生活の利便性向上】

・　市民が安心して快適に暮らせるよう，ＩＣＴを活用した

子どもや高齢者の見守り活動，道路・河川等の安全

確認の実施など，安全で安心な環境づくりを行う。

・　AI，ロボット，ドローン等の導入により，担い手

不足の解消を図る。

【新たなサービス創出を通した産業の振興】

・　ＩＣＴの経済分野で活用を図るため，ＩＣＴを活用

できる人材の育成を行う。

・　先行して実施している農業をはじめ，中小企業の

物流・製造業，小売・卸売，観光など様々な分野に

おけるＩＣＴの活用促進を図る。

子育て・教育 健康・福祉・医療

☆ＩｏＴ環境の基盤整備の促進

☆ＩＣＴ人材の育成

実施中・着手済み（今後，拡充する取組を含む）

●ＩｏＴ等を活用した子ども・高齢者の見守り
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別 計 画 （ 政 策 分 野 ）

☆ＩＣＴを活用した災害対応

☆ドローンを活用したＰＶ
撮影等の魅力発信

☆ＩｏＴ，ドローン等の活用
による道路・橋梁，
上下水道などのインフラ
の保守点検等

ＩＣＴを活用した市民の市政参画と市民協働の促進

ＳＮＳを活用した市の魅力の発信

ＩＣＴを活用した農業の促進

中小企業のＩＣＴ化促進支援

P
ro
je
c
t

2

つ
な
が
る
ま
ち
の
環

「ＩＣＴで暮らしもまちも元気」プロジェクトのイメージ図「ＩＣＴで暮らしもまちも元気」プロジェクトのイメージ図

　身の周りの様々なモノの情報

が，センサやカメラなどにより，

ネットワークに集められる。

　集積・蓄積された情報（ビッ

グデータ）は，遠隔での確認・

操作に利用されるほか，ＡＩな

どにより分析される。

　分析結果等が製品やサービス

に活用されることで，社会生

活がより便利で豊かになる。

①

②

③

安心・協働・共生 魅力・交流・文化 産業・環境 都市空間・交通

☆コールセンターにおける
ＡＩの活用

☆ＩＣＴを活用した省エネ・
再エネの推進

☆産業分野のドローン活用 ☆交通ＩＣカードの導入

☆：５年以内に事業の具体化（又は完了）を図るもの ●：具体化（又は完了）に時間を要するもの

通 信 基 盤 の 整 備

ネットワーク
（インターネット上）

AIAI
企 業企 業

様々なモノとヒトがつながる

ビッグデータを解析
遠隔での確認・操作新産業を創出

例えば
河川の水位の観測など

例えば
河川の水位の観測など

例えば
田畑の管理など

例えば
田畑の管理など

例えば
鳥獣の捕獲など

例えば
鳥獣の捕獲など

例えば
機械の動作など

例えば
機械の動作など

例えば
子どもの見守りなど

例えば
子どもの見守りなど

例えば
ドローンの産業活用など

例えば
ドローンの産業活用など

個 人個 人

☆ＩｏＴ，ドローン等の活用

による道路・橋梁などの

インフラの保守点検等
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◎ 少子化が進行する中，若い世代の流出を抑制するため，市民が誇りを持って住み続け，

さらに，市外の人たちに対し積極的に本市の良さをＰＲし，本市が人や企業に選ばれる

まちとなるよう，誰もが活躍できる社会を創出するとともに，都市の魅力を磨き上げ，

宇都宮ブランドの発掘・創造・発信を推進する。

・　「大谷」を始めとする地域資源の更なる活用やジャパンカップサイクルロードレースなど，宇都宮市

の強みを生かした取組が進められている。

⇒ 地域資源等を最大限活用し，市内外に本市の魅力発信を行う。

・　東京圏に対し，人口は転出超過の状態にあり，特に若い世代の転出が目立っている。

⇒ 東京圏への転出超過の対策として，ＵＪＩターンや移住・定住の取組を推進する。

・　２０～４９歳において男性より女性が１０,０００人程度少ない現状となっている。

・　２０～３０歳代の女性は今後１０年以内に１０,０００人程度減少する見込みである。

⇒ 女性も男性も活躍し，輝き続けることができる，魅力あるまちづくりに取り組む。

ね
ら
い

現
状
と
取
組
の
方
向
性

分 野

☆LRT 沿線の子育て支援，福祉機能の整備

☆ダブルケアに対する支援

取組テーマ

宇都宮ブランドの発掘・創造・発信に向けて，

コンテンツを整理し，取り組むテーマを設定

凡例

Project 3

魅力と夢の輪「ブランド発掘・創造・発信」プロジェクト

地域の魅力を学ぶ機会の
創出（郷土愛の醸成）

地域ごとの名所を巡る
ウォーキングマップの活用

教育環境の充実 救急医療体制の維持・構築

子育てしやすい環境整備の促進

【「大谷」，「ＬＲＴ」，「自転車のまち」など

地域資源のフル活用】

・　これからも人や企業に選ばれるため，本市特有の

地域資源である「大谷」や「ＬＲＴ」などをフル活

用したまちづくりを進める。

【宇都宮暮らしの魅力向上・発信による

移住・定住の促進】

・　本市が誇る「住まう」「働く」「育てる」「楽しむ」

などの“住みよさ”を市内外に発信する。

・　特に，東京圏に対する若年層を中心とした転出

超過の状況を踏まえ，東京圏から本市への戦略的

な移住・定住の促進を図る。

【女性が活躍できる社会の構築】

・　女性の活躍が進むことで，多様な価値観や創意

工夫がもたらされ，より一層，本市が輝き続ける

ことができるよう，女性が活躍できる社会の構築を

目指す。

子育て・教育 健康・福祉・医療

実施中・着手済み（今後，拡充する取組を含む）
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災害に強いまちづくりの推進

男女共同参画の推進

ワーク・ライフ・バランスへの支援

別 計 画 （ 政 策 分 野 ）

サイクルスポーツの振興

経済・観光分野における広域連携の推進

大谷夏いちごの販路拡大

空き家の利活用

大谷石を生かした景観形成

自転車利用環境の整備

住宅取得の補助

若年夫婦・子育て世帯家賃補助

大谷石産業の観光活用

ＵＪＩターンの促進

農コン事業

インバウンド観光の推進

プロスポーツチームと連携
した自治会への加入促進

●ＬＲＴの西側整備

☆ＬＲＴ 沿線の産業振興

☆ＬＲＴの東側整備

☆大谷周遊拠点の創出

☆お試し居住の推進

☆ＬＲＴ 沿線における
低炭素化の促進

☆女性が働きやすい環境の創出
（オフィス系企業の立地促進等）

☆ＬＲＴとスポーツ・文化施設
等の地域資源を活用した
新たなツーリズムの創出

●トランジットセンター等に
おけるまちなか情報の発信

P
ro
je
c
t

3

魅
力
と
夢
の
輪

安心・協働・共生 魅力・交流・文化 産業・環境 都市空間・交通

☆：５年以内に事業の具体化（又は完了）を図るもの ●：具体化（又は完了）に時間を要するもの

大谷石採取場跡地の冷熱
エネルギーの活用

女性も活躍できる社会女性も活躍できる社会

発 信

創 造発 掘

大谷大谷 ヒトやモノの
交流が活性化
ヒトやモノの
交流が活性化

大谷夏いちご大谷夏いちご

サイクルスポーツサイクルスポーツ

カクテルカクテル

ジャズジャズ

餃子餃子

宇都宮餃子®宇都宮餃子®

「ブランド発掘・創造・発信」プロジェクトのイメージ図「ブランド発掘・創造・発信」プロジェクトのイメージ図

外国人との交流拡大
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6 章第 分野別計画

第  　章 基本計画の策定の目的1

第  　章 計画の構成と期間2

第  　章 計画のフレーム3

第  　章 都市空間形成の基本方針4

第  　章 分野別計画6

第  　章 計画の着実な推進に向けて7
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51

55

85

183

75

69

第  　章5
まちづくり好循環
プロジェクト

子育て・教育・学習 分野Ｉ

健康・福祉・医療 分野ＩＩ

安心・協働・共生 分野ＩＩＩ

魅力・交流・文化 分野ＩV

産業・環境 分野V

都市空間・交通 分野ＩV

未来都市の実現に向けた各政策の柱１

各政策の柱を支える行政経営基盤2

85



分野別計画
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政策の柱

基本施策

施　策

基本事業

構成事業

戦略事業

「子育て・教育の未来都市」の
実現に向けて

（子育て・教育・学習　分野）

Ｉ

全ての子ども・若者を健やかに育成する１

子ども・若者の健全育成環境の充実

■ 施策目標

■ 施策指標

××××××××××××××××

××××××××××××××××

①

分野別計画体系（イメージ）
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▶基本計画3第 部

87

　基本構想の６つの未来都市の実現に向けて，基本計画における政策の柱や政策

分野をけん引する政策効果の高い取組。

投入量
インプット

活動量
アクティビティ

産出物
アウトプット

施策指標 基本施策指標

直接成果
アウトカム

最終成果
アウトカム

費用・人員などの
資源

指標の
分類

考え方 行政活動 行政活動の結果，
産出されたもの

行政活動が生み
出す直接的な成果

目指す最終成果

フォアキャストフォアキャスト

・・・・・ありたい状態

３～５年程度

様々なトピック
への対応

「まちづくりの目標」の
実現に求められる状態 2050年の

まちづくりの目標

A B

C

バックキャストバックキャスト

10年後
の状態

現在

直近の数年間で想定される様々な
トピック（顕在化する課題）へ対応した状態

達成に向けて効果の高い
取組を　　　　 として整理戦略事業

【イメージ】

戦略事業

施策の指標

※　基本計画で設定する指標については，前期期間の終了時点となる２０２２（平成３４）年を目標年次に
設定しており，前期計画の検証を踏まえて，２０２７（平成３９）年の目標値を改めて設定する。


